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受
給
者
が
過
去
最

多
を
更
新
し
た
生
活

保
護
を
め
ぐ
る
ニ
ユ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

　

人
気
お
笑
い
コ
ン

ビ
の
母
親
が
、
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い

た
と
わ
か
っ
た
事
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

生
活
保
護
と
は
、
資
産
が
な

く
、
働
い
て
十
分
な
収
入
を
稼

げ
な
い
人
に
最
低
限
の
生
活
を

保
障
す
る
制
度
で
あ
る
。
今
年

三
月
末
の
全
国
の
生
活
保
護
受

給
者
は
、二
百
一
〇
万
八
〇
九

六
人
（
厚
生
労
働
省
の
速
報
値
）。

去
年
七
月
か
ら
九
ヶ
月
続
け
て

過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い

る
。

　

生
活
保
護
を
受
け
る
場
合
、

親
族
か
ら
援
助
が
受
け
ら
れ
る

場
合
は
そ
れ
が
優
先
さ
れ
る
。

生
活
保
護
の
申
請
が
あ
れ
ば
、

親
族
な
ど
に
援
助
で
き
な
い

か
照
会
す
る
が
、
今
回
は
援

助
が
で
き
る
収
入
を
得
る
よ

う
に
な
っ
た
が
母
親
が
受
給

を
続
け
て
い
た
事
で
、
モ
ラ

ル
や
受
給
制
度
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省

は
「
で
き
な
い
」
理
由
を
詳
し

く
説
明
さ
せ
る
事
を
検
討
し
て

い
る
。
し
か
し
、
増
え
続
け
る

受
給
者
に
対
し
大
切
な
の
は
、

ど
う
支
え
て
、
自
立
に
つ
な
げ

る
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て

も
っ
と
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。　
　
　

（
A
）

パノラマ

2012年7月号

平
成
二
四
年
度

　

第
一
回
総
会（
通
常
）
H24.5.28

　

五
月
二
八
日
（
月
）
午
後
七

時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
社
団
法
人
大
阪
北

区
歯
科
医
師
会
平
成
二
十
四
年

度
第
一
回
総
会
（
通
常
）
が
開

催
さ
れ
た
。

　

矢
追
秀
純
議
長
、
渡
辺
道
雄

副
議
長
が
着
席
し
、
定
刻
に
矢

追
議
長
よ
り
開
会
宣
言
が
行
わ

れ
た
。

　

木
下
秀
人
副
会
長
よ
り
開
会

の
こ
と
ば
の
後
、
西
本
雅
英
理

事
よ
り
点
呼
の
結
果
報
告
が
あ

り
、
現
会
員
数
一
八
五
名
、
定

款
三
九
条
に
よ
る
総
会
定
足
数

九
三
名
、
出
席
者
三
四
名
、
書

面
表
決
七
三
名
、
委
任
状
提
出

一
八
名
、
合
計
百
二
五
名
で
会

の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
に

一
班
守
下
雅
美
先
生
、
十
一
班

清
光
義
隆
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

高
麗
誠
紀
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
「
四
月
二
四
日
、
今
年
度

第
一
回
支
部
長
会
で
、
支
部
に

お
け
る
医
療
保
険
講
習
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

今
後
は
府
歯
か
ら
担
当
役
員
が

支
部
に
出
向
き
講
習
す
る
の
で

は
な
く
、
支
部
役
員
が
府
歯
で

指
導
を
受
け
支
部
会
員
に
講
習

す
る
方
式
と
な
る
と
の
こ
と
。

　

当
支
部
で
は
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
活
発
化

さ
せ
、
私
自
身
、
役
員
任
命
責

任
上
か
ら
も
担
当
役
員
と
共
に

府
歯
の
指
導
を
受
け
、
会
員
に

充
分
ご
理
解
し
て
戴
く
保
険
講

習
会
に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
入
会
金
に
つ
い
て
も

協
議
さ
れ
た
。
未
入
会
医
療
機

関
の
減
少
を
図
る
た
め
で
す
。

　

日
歯
は
十
万
円
か
ら
一
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
他
府
県
で

も
入
会
金
の
引
き
下
げ
が
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
府
歯
と

し
て
は
入
会
金
の
値
下
げ
を
計

画
し
て
い
る
が
、
支
部
入
会
金

が
高
額
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
効
果

が
で
な
い
の
で
支
部
の
協
力
を

願
い
た
い
と
の
こ
と
。
当
会
で

は
、
前
総
会
で
協
議
し
て
い
る

よ
う
に
入
会
金
無
料
も
し
く
は

十
万
円
程
度
に
し
、
既
会
員
と

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
年
会

費
に
入
会
金
減
額
分
を
上
乗
せ

す
る
方
式
を
検
討
し
て
い
ま
す
。」

と
述
べ
た
。
来
賓
挨
拶
に
移
り
、

天
羽
隆
府
歯
常
務
理
事
よ
り
府

歯
会
務
運
営
へ
の
会
員
協
力
に

対
す
る
感
謝
の
こ
と
ば
と
府
歯

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
戴
い

た
。
報
告
事
項
の
最
初
に
物
故

会
員
お
よ
び
物
故
家
族
に
対
し

弔
慰
黙
祷
が
行
わ
れ
、
平
成
二

十
三
年
度
会
務
報
告
が
大
塚
俊

裕
専
務
理
事
よ
り
、
平
成
二
十

三
年
度
福
祉
共
済
制
度
報
告
が

森
川
裕
理
事
よ
り
な
さ
れ
、
続

い
て
新
入
会
員
九
班
西
川
尚
範

先
生
、
十
三
班
安
田
昭
二
先
生

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
会
計
収
支
決

算
報
告
の
提
案
理
由
の
説
明
が

三
輪
佳
子
常
務
理
事
よ
り
行
わ

れ
、
東
郷
達
夫
監
事
に
よ
る
会

計
監
査
報
告
の
後
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

協
議
に
入
り
、
高
麗
会
長
か

ら
、
新
法
人
移
行
へ
の
説
明
が

な
さ
れ
た
後
、
一
般
法
人
へ
の

移
行
に
つ
い
て
会
員
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
上
で
執

行
し
て
い
き
た
い
と
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
よ
り
法
人
移

行
に
関
す
る
決
ま
り
ご
と
、
状

況
な
ど
を
出
来
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
伝
え
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
工
夫
を
し
、
報
告
の

機
会
も
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
た
。

　

最
後
に
大
浦
寿
哉
副
会
長
よ

り
閉
会
の
こ
と
ば
の
後
、
矢
追

議
長
に
よ
る
閉
会
宣
言
に
よ
り

日
程
が
終
了
し
た
。

　

引
き
続
き
、
大
阪
府
歯
科
医

師
会
国
保
組
合
北
区
北
支
部
総

会
が
開
か
れ
、
清
光
義
隆
支
部

長
よ
り
会
務
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
大
阪
府
歯
科
医
師
連
盟
北

区
北
支
部
総
会
が
開
か
れ
、
戎

文
彦
支
部
長
と
水
沼
和
夫
会
計

よ
り
会
務
・
会
計
報
告
が
行
わ

れ
た
。

□HP
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医
療
管
理
講
演
会

―
好
感
度
U
P
!
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
研
修
―

H24.6.8

　

六
月
八
日
（
金
）午
後
七
時

三
〇
分
よ
り
大
阪
東
急
イ
ン

に
お
い
て
医
療
管
理
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
エ
ッ
セ
ン
ス

代
表
・
医
療
接
遇
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
久
保
佳
世
子
様
を
お
招
き

し
、
「
好
感
度
U
P
!

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
研
修
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

中
川
晴
彦
常
務
理
事
の
司
会

の
も
と
、
高
麗
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
「
医
療
人
と
し
て
の

自
覚
を
促
す
」「
第
一
印
象
の

決
定
す
る
要
素
の
理
解
」「
印

象
の
良
い
挨
拶
の
体
現
」
を
目

的
と
し
て
、
講
演
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

全
国
の
歯
科
医
院
の
数
は
約

六
八
、〇
〇
〇
軒
と
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
約
一
・
五
倍

あ
り
、
毎
年
約
三
〇
〇
軒
の
ペ

ー
ス
で
増
加
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
、
患
者
様
に
選
ば
れ
る
医

院
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
言
わ
れ
て
い
た
患
者
満
足（
技

術
・
応
対
力
が
期
待
を
上
回
る
）

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
患
者
感

動（
技
術
・
応
対
力
が
期
待
を

数
段
上
回
る
）が
必
要
で
あ
る
。

　

初
対
面
の
人
へ
の
第
一
印
象

は
、
出
会
っ
て
一
分
以
内
に
決

ま
っ
て
し
ま
う
。
印
象
形
成
に

影
響
す
る
の
は
「
表
情
・
態
度
・

動
作
・
服
装
」
な
ど
の
見
た
目

が
五
五
%
と
最
も
多
く
、
次
に

「
話
し
方
・
声
の
ト
ー
ン
・
話

す
速
さ
」
な
ど
が
三
八
%
、
「
言

葉
・
話
の
内
容
」
が
七
%
で
、

見
た
目
や
話
し
方
が
第
一
印
象

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。「
顔
つ
き
」

で
は
な
く「
顔
に
浮
か
ぶ
表
情
」

と
は
、
意
志（
目
）と
感
情（
口
）

と
心
の
態
度（
ア
ゴ
）を
表
す
。

表
情
は
外
観
要
素
の
中
で
重

要
で
、
口
角
が
上
が
っ
て
い

る
と
機
嫌
が
良
く
、
下
が
っ

て
い
る
と
怒
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
ま
た
、
ア
ゴ
が

上
が
っ
て
い
る
と
偉
そ
う
に
、

下
が
っ
て
い
る
と
甘
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　

挨
拶
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
は
じ
ま
り
」「
相
手
の

存
在
を
認
め
る
」「
自
分
を
認

識
し
て
貰
え
る
」
大
切
な
も
の

で
あ
る
。
「
ど
ん
な
時
も
自
分

か
ら
」「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
」
「
明

る
い
声
と
表
情
」「
適
度
な
声

と
大
き
さ
」「
相
手
の
状
況
に

合
わ
せ
て
」「
気
持
ち
を
込
め
て
」

が
好
印
象
な
挨
拶
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
印
象
を

良
く
す
る
立
ち
居
振
る
舞
い
と

し
て
、
良
い
姿
勢
で
立
っ
て
応

対
す
る
、
両
手
で
丁
寧
な
受
け

渡
し
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

医
療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ

イ
ル
・
身
だ
し
な
み
と
し
て
、

「
ま
と
め
髪
の
場
合
、
肩
甲
骨

ま
で
の
長
さ
に
調
整
」「
ヘ
ア

ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
黒
・
紺
・
グ

レ
ー
・
茶
な
ど
単
色
の
も
の
を

使
用
」「
医
療
現
場
に
ふ
さ
わ

し
い
ヘ
ア
カ
ラ
ー（
＃
８
ま
で
）・

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
」「
ピ
ア
ス

は
小
ぶ
り
な
デ
ザ
イ
ン
で
耳
に

フ
ィ
ッ
ト
す
る
タ
イ
プ
に（
直

径
五
㎜
以
内
）」「
医
療
の
場
に

ふ
さ
わ
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
メ
イ

ク
に
」「
規
則
正
し
い
生
活
を

行
い
、
健
康
的
な
お
肌
に
」「
バ

ッ
ジ
は
全
員
所
定
の
位
置
に
」

「
シ
ワ
の
無
い
常
に
清
潔
感
の

あ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
」

「
靴
下
は
無
地
を
着
用
」「
爪

は
掌
か
ら
見
て
一
㎜
以
内
に
」

を
気
を
つ
け
る
べ
き
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

途
中
で
良
い
姿
勢
の
作
り
方
、

丁
寧
な
応
対
の
仕
方
の
実
演
、

相
互
実
習
を
行
う
な
ど
、
大
変

活
気
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
大
浦
副
会
長
よ
り

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
盛
況
な

講
演
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
歯
科
医
師
、
コ
・

デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
七

〇
名
で
し
た
。

（
担
当
理
事
・
大
西
秀
威
記
）
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五
月
十
日
（
木
）
午
後
二
時

三
十
分
よ
り
北
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
「
第
六
十
一
回
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
北
区
審

査
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　

今
回
の
対
象
者
は
昨
年
度
の

三
歳
児
健
診
を
受
け
ら
れ
た
六

二
十
一
名
で
、
そ
の
中
か
ら
親

子
と
も
「
よ
い
歯
」
を
保
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
に
お
越
し
頂
い

た
。

　

当
日
、
硬
組
織
・
歯
肉
・
咬

合
・
清
掃
状
態
な
ど
の
厳
正
な

る
審
査
に
よ
り
北
区
北
の
最
優

良
親
子
と
し
て
馬
場
良
子
さ
ん
・

花
奈
ち
ゃ
ん
親
子
が
選
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
表
彰
式
へ
と
移
り
最

後
に
高
麗
会
長
の
総
評
に
て
幕

を
閉
じ
た
。
な
お
、
今
回
は
諸

般
の
事
情
に
よ
り
大
阪
市
か
ら

の
「
全
大
阪
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
へ
の
参
加
は
見
送
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

（
担
当
理
事
・
阪
本
光
伸
記
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

□HP

H24.5.10

 　

穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た

六
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
半

よ
り
ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス

ト
六
Ｆ
「
燦
」
に
て
、
十
一
名

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
み
お

つ
く
し
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
麗
会
長
の
挨
拶
、
大
塚

専
務
の
会
務
報
告
に
続
き
、
大

塚
禮
三
先
生
の
乾
杯
の
ご
発
声

と
と
も
に
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各
先
生
方
の
近
況
を
楽
し
く
お

伺
い
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま

す
楽
し
げ
な
会
話
が
は
ず
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
時
間
半
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後

に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
来
年

の
み
お
つ
く
し
の
会
に
も
元
気

に
ご
参
加
戴
く
こ
と
を
お
約
束

し
、
無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
出
席
の
先
生
方
は
大
塚
禮
三

先
生
、
三
浦
康
宏
先
生
、
猪
木

一
成
先
生
、
西
川
亨
先
生
、
坂

口
喜
史
夫
先
生
、
加
納
晴
彦
先

生
、
黒
川
森
夫
先
生
、
坪
井
康

修
先
生
、
橋
本
收
先
生
、
中
谷

勝
先
生
、
辻
準
之
助
先
生
で
し

た
。
執
行
役
員
は
高
麗
会
長
、

野
口
副
会
長
、
木
下
副
会
長
、

大
塚
専
務
、
森
川
理
事
、
土
岐

理
事
、
廣
田
部
員
、
水
沼
部
員
。

（
担
当
理
事
・
森
川　

裕
記
）

□HP

H24.6.2

み
お
つ
く
し
の
会

　

昨
年
秋
の
臨
時
総
会
に
お
い

て
決
議
さ
れ
た
「
一
般
社
団
法

人
」
移
行
に
つ
い
て
、
現
状
を

報
告
し
ま
す
。

一
、
一
般
社
団
法
人
と
は

　

ご
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

改
め
て
経
緯
を
説
明
し
ま
す
。

我
々
の
（
社
）
大
阪
北
区
歯
科

医
師
会
（
以
後
当
会
）
は
地
域

社
会
の
歯
科
保
健
の
推
進
と
会

員
相
互
の
研
鑽
や
福
祉
等
を
目

的
と
し
て
「
公
益
社
団
法
人
」

と
し
て
、
三
〇
年
間
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
新

制
度
の
も
と
で
は
、
「
一
般
社

団
法
人
」
と
し
て
し
か
継
続
で

き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
「
一

般
社
団
法
人
」
で
あ
れ
ば
会
員

相
互
の
研
鑽
や
福
祉
な
ど
も
自

由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活

動
が
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
、

我
々
は
「
一
般
社
団
法
人
」
を

選
択
し
ま
し
た
。

二
、
公
益
目
的
支
出
計
画
と
は

　

新
法
人
移
行
に
は
、
定
款
の

作
成
、
承
認
、
「
公
益
目
的
支

出
計
画
」
の
作
成
が
必
要
で
す
。

二
十
三
年
度
末
時
点
で
六
千
数

百
万
円
あ
る
当
会
の
財
産
は
、

そ
も
そ
も
公
益
の
た
め
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る

「
公
益
目
的
財
産
」
で
す
。
移

行
時
点
で
所
有
す
る
財
産
を
公

益
の
目
的
（
地
域
社
会
の
歯
科

保
健
や
、
診
療
の
た
め
の
知
識

の
取
得
、
当
会
の
対
外
広
報
な

ど
）
の
た
め
に
使
い
切
り
ま
す

と
、
正
式
に
新
法
人
へ
の
移
行

が
完
了
し
ま
す
。
完
了
す
る
ま

で
は
、
毎
年
○
○
円
の
公
益
目

的
財
産
が
あ
り
、
○
○
円
を
公

益
目
的
に
使
い
ま
し
た
、
と
い

う
報
告
を
大
阪
府
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
期
に
わ
た

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
計
画
が
「
公
益
目

的
支
出
計
画
」
で
す
。

三
、
現
在
の
進
捗
状
況

　

大
阪
府
歯
科
医
師
会
（
以
後

府
歯
）
の
支
部
と
し
て
の
機
能

も
有
す
る
当
会
は
、
府
歯
の
指

導
の
も
と
、
定
款
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
な
ど
の
情
報
や
指
導
を
受

け
、
他
支
部
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
な
が
ら
、
当
会
の
独
自
性
も

取
り
入
れ
た
定
款
の
草
案
を
現

在
執
行
部
と
司
法
書
士
で
作
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
何
回
か

大
阪
府
と
折
衝
し
、
Ｏ
Ｋ
が
出

た
ら
草
案
を
総
会
に
諮
り
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
計
画
の（
一
）
、

地
域
住
民
へ
の
歯
科
健
康
増
進

事
業
が
公
益
目
的
の
継
続
事
業

で
す
。（
二
）以
下
は
非
公
益
目

的
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
類
に
則
っ
て
、
顧
問

会
計
事
務
所
と
公
益
目
的
事
業

計
画
を
作
り
始
め
て
い
ま
す
。

「
一
般
社
団
法
人
」
移
行
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
の
解
説
と
報
告

 
 
 
 
 
　
　
　

常
務
理
事 

佐
々
木

裕
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こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く
な

り
ま
す
が
、
お
体
に
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

編
集
後
記

平成24年度・北歯ゴルフ同好会春季コンペ成績
RANK

優勝
準優勝

3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位
11位
12位
13位
14位
ＢＢ
ＢＭ

42
48
43
41
47
44
43
53
50
57
48
59
57
61
71
80

49
44
46
43
43
49
52
44
64
50
53
52
65
51
71
77

91
92
89
84
90
93
95
97
114
107
101
111
122
112
142
157

14
15
11
5
9
6
7
8
22
12
5
14
22
9
30
36

77
77
78
79
81
87
88
89
92
95
96
97
100
103
112
121

9
12
9

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

土 岐 一 仁
岡 田 修 二
橋 本 哲 志
吉 田 　 皓
矢 追 秀 純
田 中 康 隆
橋 本 　 收
西 川 　 亨
加 納 晴 彦
渡 辺 道 雄
松 井 重 文
高 麗 誠 紀
樋 口 夏 彦
大 塚 俊 裕
水 沼 和 夫
國 田 浩 之

………

………
………

吉田、土岐
西川、田中
橋本收、樋口
土岐、西川

ニアピン

ドラコン
ドラチョン

………
………
………
………

吉田
加納
吉田
水沼

ベ スグロ
大 波 賞
小 波 賞
並 び 賞

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H24
4.15

　

四
月
一
五
日
（
日
）に
北
歯

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
春
季
コ
ン
ペ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ペ

に
参
加
さ
れ
た
先
生
方
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
当
日
は

Ｉ
Ｎ
ス
タ
ー
ト
で
晴
天
で
桜
の

花
咲
く
な
か
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
メ
ン
バ
ー
十
三
名
、
ビ
ジ
タ

ー
三
名
の
合
計
一
六
名
で
、
土

岐
一
仁
先
生
が
初
優
勝
、
岡
田

修
二
先
生
が
二
位
、
橋
本
哲
志

先
生
が
三
位
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
、
今
年
の
秋

季
コ
ン
ペ
は
九
月
一
六
日
（
日
）

に
芦
屋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に

て
開
催
予
定
で
す
。
奮
っ
て
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
ゴ
ル
フ
同
好
会
へ
の

入
会
を
希
望
さ
れ
る
先
生
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
土
岐
一
仁
先

生
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
致
し
ま

す
。　
　
　

（
樋
口
夏
彦
記
）

訃　

報

平
成
二
四
年
四
月
二
五
日
死
去

　

御
略
歴

昭
和
六
年
一
月
二
日
生

昭
和
三
五
年
三
月

大
阪
歯
科
大
学
卒
業

昭
和
四
九
年
十
一
月

藤
田
歯
科
医
院
開
設

昭
和
四
四
年
四
月
〜
四
八
年
三
月

福
祉
理
事

昭
和
五
四
年
〜
五
六
年
三
月

医
療
保
険
理
事

平
成
四
年
〜
一
五
年

議
長

　

藤
田
先
生
は
戦
後
、
満
州
か

ら
帰
朝
せ
ら
れ
北
区
梅
田
の
松

尾
た
ね
よ
先
生
（
叔
母
さ
ま
）

の
も
と
で
臨
床
を
受
け
継
が
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
の
佐
賀
県
人
会
で
は
私

の
父
も
同
郷
で
ご
ざ
い
ま
し
た

か
ら
早
く
か
ら
県
人
会
で
江
里

口
先
生
な
ど
と
親
し
く
さ
せ
て

頂
き
県
人
会
員
と
し
て
一
緒
に

故
郷
、
佐
賀
県
各
地
を
巡
回
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
生
は
何
事
に
も
強
い
信
念

を
持
っ
て
臨
ま
れ
、
医
政
で
は

大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
理
事
と

し
て
ま
た
同
会
議
長
と
し
て
長

く
後
輩
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
曾
根
崎
幼
稚
園
の
歯

科
園
医
と
し
て
も
長
年
に
わ
た

り
地
域
保
健
に
貢
献
さ
れ
子
供

達
か
ら
慕
わ
れ
る
お
人
柄
は
羨

ま
し
く
も
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
持
ち
前
の
長
身

を
生
か
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
で

活
躍
し
、
若
い
時
か
ら
桁
外
れ

の
酒
豪
で
酒
席
で
も
よ
く
モ
テ
、

後
輩
に
限
ら
ず
先
生
の
持
論
、

拙
論
を
聞
く
た
め
に
飲
め
な
い

酒
を
ム
リ
し
て
飲
ん
だ
も
の
で

す
。

　

先
生
は
ま
た
大
阪
府
立
大
学

工
学
部
卒
で
冶
金
学
に
つ
い
て

大
変
造
詣
が
深
く
、
当
時
日
本

各
地
で
第
一
級
の
臨
床
家
を
網

羅
し
た
あ
の
保
母
研
修
会
の
第

一
期
生
で
チ
ェ
ヤ
ー
サ
イ
ド
に

Jelennko  V
acuum

  Porcelain  
furnace

を
据
え
つ
け
患
者
さ
ん

の
目
をguide

に
し
て
の
色
合

わ
せ
を
基
本
と
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
の
診
療
室
は
同
時

に
技
工
室
で
あ
り
歯
科
医
も
技

工
士
も
「
後
輩
の
育
成
」
に
殊

の
ほ
か
尽
力
さ
れ
、
先
生
を
慕

う
門
下
生
た
ち
は
測
り
知
れ
ま

せ
ん
。
私
も
同
じ
大
阪
歯
科
大

学
八
回
生
の
同
級
生
で
は
あ
り

ま
す
が
、
五
歳
も
年
上
で
先
輩

と
言
う
よ
り
人
生
す
べ
て
の
親

子
？
と
い
う
間
柄
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
、
幽
明
期
を
異
に
し
て
在

り
し
日
の
先
生
の
御
霊
に
限
り

な
い
哀
悼
の
念
と
共
に
、
遥
か

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
二
四
年
五
月
一
五
日
死
去

　

御
略
歴

昭
和
一
〇
年
七
月
十
二
日
生

昭
和
三
五
年
三
月

大
阪
歯
科
大
学
大
学
卒
業

藤田　弘 先生（13班）

竹花静子 先生（11班）

藤
田
弘
先
生
を
悼
む

 
 
 

１５
班 

樋
口　

忠
彦

9
班
・
西
川　

尚
範

（
朝
日
大
・
平
成
十
一
年
卒
）

（
診
）
西
川
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

堂
山
町
三
ー
三

 
 
 

日
本
生
命
梅
田
ビ
ル
八
F

　

電　

六
三
一
五
ー
八
一
四
八

　

Ｆ　

六
三
六
一
ー
一
二
三
三

13
班
・
安
田　

昭
二

（
大
歯
大
・
昭
和
三
五
年
卒
）

（
診
）
藤
田
歯
科
医
院

　
　
　

小
松
原
町
一
ー
二
七

　

電　

六
三
六
一
ー
三
二
九
〇

　

Ｆ　

六
三
六
一
ー
三
二
九
〇

新
入
会
員
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